
（別紙）

本件登録意匠 被告意匠 原告旧商品意匠

Ａ
　中央支柱部，レール及び支柱から成る水路部並びに
トレイ部から成る。

　中央支柱部，レール及び支柱から成る水路部並びに
トレイ部から成る。

　中央支柱部，レール及び支柱から成る水路部並びに
トレイ部から成る。

Ｂ
　中央支柱部は，上端に吐水口を設けて，ポンプを内
蔵した本体を有する円筒の支柱である。

　中央支柱部は，上端に吐水口を設けて，ポンプを内
蔵した本体を有する円筒の支柱である。

　中央支柱部は，上端に吐水口を設けて，ポンプを内
蔵した本体を有する円筒の支柱である。

Ｃ
　水路部は，らせん状の下り経路を形成するレール及
びその下面に，水路の高さに応じた長さの異なる円柱
状の支柱から成る。

　水路部は，らせん状の下り経路を形成するレール及
びその下面に，水路の高さに応じた長さの異なる円柱
状の支柱から成る。

　水路部は，らせん状の下り経路を形成するレール及
びその下面に，水路の高さに応じた長さの異なる円柱
状の支柱から成る。

Ｄ
　トレイ部は，水路部の終端に位置し，平面視した外
形状が，長方形の右方を半円形状とする横長な略Ｄ字
状で，上面が開口しており，回転器を配している。

　トレイ部は，水路部の終端に位置し，平面視した外
形状が，両端を半円形状とするトラック型の角丸長方
形で，上面が開口しており，回転器を配している。

　トレイ部は，水路部の終端に位置し，平面視した外
形状が，横長長方形状で上面が開口している。

Ｅ
　中央支柱部は，水路部上端とトレイ部の基端をつな
ぐ位置にあり，上端からトレイ部基端までの上下略中
央に，円筒から大きく張り出した本体を有する。

　中央支柱部は，水路部上端とトレイ部の基端をつな
ぐ位置にあり，上端からトレイ部基端までの上下略中
央に，円筒から大きく張り出した本体を有する。

　中央支柱部は，水路部上端とトレイ部の基端をつな
ぐ位置にあり，上端からトレイ部基端までの上下略中
央に，円筒から大きく張り出した本体を有する。

Ｆ

　水路部の上端部分は，その下に連なるレール部分の
約２倍の幅とする角丸四角形の皿状で，その略中央に
円筒の束を配して，吐水口部が設けられている。具体
的には，中央支柱を含めて平面視三角形状の位置に配
された高さの異なる３本の円筒と，このうち２番目の
高さの円筒を取り囲む外方周縁に，これよりやや短く
小径で節のある竹筒を模した円柱が４本配されてお
り，３本の円筒のうち最も長い中央支柱と最も短いも
のの上端寄りに先端を傾斜状にした小円筒から成る吐
水口が水平に突出している。

　水路部の上端部分は，その下に連なるレール部分の
約２倍の幅とする略円形の皿状で，吐水口部分が水車
を有する４つの連山から形成されており，吐水口はほ
ぼ中央の山の頂部に設けられている。具体的には，水
車を有する４つの連山から形成されており，吐水口は
ほぼ中央の最も高い山の頂部に設けられ，最も高い山
と最も低い山との間に赤い水車が設けられている。

　水路部の上端部分は，その下に連なるレール部分の
約２倍の幅とする角丸四角形の皿状で，その略中央に
円筒の束を配して，吐水口部が設けられている。具体
的には，中央支柱を含めて平面視三角形状の位置に配
された高さの異なる３本の円筒と，このうち２番目の
高さの円筒を取り囲む外方周縁に，これよりやや短く
小径で節のある竹筒を模した円柱が複数本配されてお
り，３本の円筒のうち最も長い中央支柱と最も短いも
のの上端寄りに先端を傾斜状にした小円筒から成る吐
水口が水平に突出しており，一番長い円筒の頂部には
竹の葉に見立てた飾りが付されている。

Ｇ

　水路部のレール部分は，割竹に見立てた半円弧状の
断面形状から成るレールを連結して，吐水口部が設け
られた上端部分から上端部を回り込むように大きく湾
曲しながら下降し，緩やかな曲線を描きながらトレイ
から最も遠い部分をヘアピンカーブ状に湾曲させ，僅
かな凹弧状の湾曲を経て終端がトレイ部に向かって凸
弧状に湾曲したもので，平面視で変形した横長楕円形
状を形成している。

　水路部のレール部分は，割竹に見立てた半円弧状の
断面形状から成るレールを連結して，吐水口部が設け
られた上端部分から上端部を回り込むように大きく湾
曲しながら下降し，緩やかな曲線を描きながらトレイ
から最も遠い部分をヘアピンカーブ状に湾曲させ，終
端がトレイ部に向かって凸弧状に湾曲したもので，平
面視で変形した横長楕円形状を形成している。

　水路部のレール部分は，割竹に見立てた半円弧状の
断面形状から成るレールを連結して，吐水口部が設け
られた上端部分から上端部を回り込むように大きく湾
曲しながら下降し，緩やかな曲線を描きながらトレイ
から最も遠い部分をヘアピンカーブ状に湾曲させ，僅
かな凹弧状の湾曲を経て終端がトレイ部に向かって凸
弧状に湾曲したもので，平面視で変形した横長楕円形
状を形成している。

Ｈ

　水路部の支柱部分については，中央支柱部の両側に
トレイ部の両側張出し部に接続する長い支柱と短い支
柱を配し，ヘアピンカーブの入口付近と出口付近に円
錐台状の脚部を有する２本の支柱を配している。

　水路部の支柱部分については，中央支柱部の両側に
トレイ部の両側張出し部に接続する長い支柱と短い支
柱を配し，ヘアピンカーブの入口付近と出口付近に円
錐台状の脚部を有する２本の支柱を配している。

　水路部の支柱部分については，レールの下面に，水
路の高さに応じた長さの異なる円柱状の支柱を配して
おり，中央支柱部の両側にトレイ部の両側張出し部に
接続する長い支柱と短い支柱を配し，ヘアピンカーブ
の入り口付近と出口付近に円錐台状の脚部を有する２
本の支柱を配している。

Ｉ

　トレイ部は，垂直な周側面で囲まれていて，左方の
基端部に，中央支柱が接続するブロック状の部材を嵌
装して，その両側のトレイ外方下端に支柱と接続する
張出しを設けている。また，ブロック部の右方にトレ
イ外方の半円形状と対称をなす半円形状で周側面より
も高さの低い仕切り板を設けて，トレイ内部にトラッ
ク形の角丸長方形を形成して，その中央には，回転器
を配している。回転器の形態は，上面が両端を半円形
状とする角丸長方形から成る略直柱体で，上面の左半
部に逆Ｄ字形の凹陥部，右半部に小径の円盤状の操作
部を設けている。

　トレイ部は，垂直な周側面で囲まれていて，左方の
基端部に，中央支柱の基台部を嵌合するための嵌合部
を設けるとともに，その両側のトレイ外方下端に支柱
と接続する張出しを設けている。また，基端部の右方
にトレイ外方の半円形状と対称をなす半円形状で周側
面よりも高さの低い仕切り板を設けて，トレイ内部に
トラック形の角丸長方形を形成して，その中央には，
回転器を配している。回転器の形態は，上面が両端を
半円形状とする角丸長方形から成る略直柱体で，上面
の左半部に中央に仕切りのある楕円形の凹陥部，右半
部に小径の円盤状の操作部を設けている。

　トレイ部は，垂直な周側面で囲まれていて，左方の
基端部に，中央支柱が接続するブロック状の部材を嵌
装して，その両側のトレイ外方下端に支柱と接続する
張出しを設けている。

基本的構成態様

具体的構成態様

構成対比表（裁判所の認定）
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